
2007年度 地盤工学基礎演習課題　　 [2008.1.7出題]

問題
同じ断面を持った帯状基礎 (連続基礎)の単位奥行きあたりの極限支持力 qf = Qf

B を，根入れが無い
場合 (Case A)と根入れがある場合 (Case B)，それぞれについて求めよ。なお，支持力係数は底面が
粗な場合の Terzaghiの式 (10.25)を用いること。地盤は，図中のパラメータを持った一様な不飽和土
として計算せよ。

Case A

Qf

B = 6.0m

Case B

Qf

B = 6.0m

Df = 4.0mγt = 18.0 kN/m

c = 50 kN/m
φ = 25°

2

3

解答例
φ = 25◦の条件より支持力係数を求める。

Nq = Kp · eπ tan φ

= tan2
(

π

4
+

φ

2

)
· eπ tan φ

= tan2
(

45 +
25
2

)
· eπ tan 25

= 10.66 ≈ 10.7

Nc = (Nq − 1) · cot φ

= (10.66 − 1) × cot 25

= 20.7

Nγ = 2(Nq + 1) · tan φ

= 2 × (10.66 + 1) × tan 25

= 10.9

Case A: B = 6.0m，γt = 18.0 kN/m3，c = 50kN/m2，および，Df = 0 m の条件を踏まえて極限支
持力を求める。

qf =
Qf

B
=

γt

2
BNq + cNc + γtDfNγ

=
18.0
2

× 6.0 × 10.9 + 50 × 20.7 + 18.0 × 0 × 10.7

= 588.6 + 1035 + 0

= 1624 (kN/m2) = 1.62 (MN/m2)

Case B: 地盤定数と基礎の幅は変わらないので，Case Aに対して，Df = 4.0 m の条件のみを変えて
極限支持力を求める。

qf =
Qf

B
=

γt

2
BNq + cNc + γtDfNγ

=
18.0
2

× 6.0 × 10.9 + 50 × 20.7 + 18.0 × 4.0 × 10.7

= 588.6 + 1035 + 770.4

= 2394 (kN/m2) = 2.39 (MN/m2)



補足 1

Case AとCase Bを比較すると，基礎の根入れ効果は決して小さくないことがわかる。
それでは，極限支持力を大きくするもう一つの方法として，基礎幅を広げる効果について考えてみよ
う。Case Aの根入れ条件において，たとえば基礎幅を 5割増のB = 9.0mとした場合，極限支持力は，

qf =
Qf

B
=

γt

2
BNq + cNc + γtDfNγ

=
18.0
2

× 9.0 × 10.9 + 50 × 20.7 + 18.0 × 0 × 10.7

= 882.9 + 1035 + 0

= 1918 (kN/m2) = 1.92 (MN/m2)

となる。qf はB = 6.0mの時に比べて，1.92/1.62 = 1.19と 2割増程度である。
しかし，これは単位面積当たりの支持力の話であり，支えうる総重量 Qf で比較すると，その比
率は，

Qf(B=9.0)

Qf(B=6.0)
=

1.92 × 9.0
1.62 × 6.0

=
17.28(MN/m)
9.72(MN/m)

= 1.78

となり，幅の増加分以上の効果が得られることがわかる．
Case BではQf = 2.39 × 6.0 = 14.34(MN/m)であるので，今回の事例の場合は幅を広げた方が良
いという設計判断になるかもしれない．ただし，設計では鉛直支持力だけでは決まらない。地震など
さまざまな荷重の影響や沈下の検討などを総合的に判断して基礎形状を決める必要がある。

補足 2

Terzaghi の支持力係数 (Bearing Capacity
Factor)Nc, Nγ , Nqの値は，せん断抵抗角 (An-
gle of Shear Resistance)φに対して下図のグ
ラフのようになる．かつてはこのような図表
を読み取って設計に用いていた。関数電卓を
使うことができる現在では容易に正確に算出
できるが，計算ミスがないかチェックするた
めに，この図を参照すると良い．

Nq = Kpe
π tan φ

Nc = (Nq − 1) cot φ

Nγ
.= 2(Nq + 1) tan φ
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